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1.　前報において，布地の厚さおよび含気率と保温性

との関係について，定量的検討を試したが，今回はさら

に試料数を増して，これを確認。また，試料の通気性を

測定し，通気性と保温性の関係についても検討する。

■ 2･　保温性の測定は，前報と同じくJ  I S 冷 却法によ

り得られた結果より，次式により熱伝達率に比例した値

（Ｋ）を求める。
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試片は高温体に密着 さ せ た 状態，風速は1 m/sec とし

た。通気性の測定には，フラジール型通気度試験機を使

用した。

3.　厚さ，含気率，通気性についてみると，この測定

法においては厚さが保温性に対し最も影響が大きく，こ

れに含気率が若干の影響を及ぼしている。すなわち，厚

さが大のものは保温性大となるが，厚さが同一ならば,

含気率大なるものが，保温性大となる。前報の厚さと保

温性の式を，含気率を加味して修正した。

試料を高温体に密着した状態においては，風があって

払 通気性と保温性の間には直接的関係は少ないようで

ある。


